教員養成大学における野外運動実習のプログラム評価
―参加学生の教師自己効力感の変容と性差に着目して― by 井澤, 悠樹 & 中川, 雅智






































































　調査対象者は、野外運動実習に参加したスポーツ健康科学部 3 年生、計93名である。データ収集は 4 回
にわたり実施した。実習参加前後での教師効力感の変容を明らかにするために、第 1 クールの実習（2017


















































査時期の主効果：F＝21.31, df＝1, p ＜.001　性別の主効果：F＝14.55, df＝1, p ＜.001）。一方で、調査時
期と性別の交互作用では統計的有意差は認められなかった（F＝0.01, df＝1, n.s.）。一般的教育効力感では、
調査時期の主効果のみで統計的有意差が認められ、一般的教育効力感は男女問わず、preよりもpostにお












































Ashton, P.T.（1985）：Motivation and the teacher's sense of efficacy. In Ames, C. and Ames, R. (Eds.) 
Research on Motivation in education: Vol. 2, pp141-174．
7
 東海学園大学教育研究紀要　第２巻第２号
Joseph F. Hair Jr, William C. Black, Barry J. Babin and Rolph E. Anderson（2013）：3. Exploratory Factor 









小塩真司（2005）：第 7 章因子分析を使いこなすSection3 尺度の信頼性の検討．SPSSとAmosによる心
理・調査データ解析―因子分析・共分散構造分析まで―，小塩真司編著，東京図書．pp143–150．
文部科学省（2010）：中学校学習指導要領，第 4 章総合的な学習の時間，p104．
西松秀樹（2005）：教師効力感と不安に関する研究，滋賀大学教育学部紀要教育科学No.55，pp31-38．
8
教員養成大学における野外運動実習のプログラム評価
